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あり、絵文字、デコメールなどの機

能を具備するほか、スマートフォン

向けに拡張した機能も備えている。

spモードの基本サービスは、イン

ターネット接続サービス、spモード

メール（迷惑メー

ル対策含む）およ

びコンテンツ決済

サービスである。

また付加サービス

には、spモード

メールウイルス

チェック、アクセ

ス制限サービス

（spモードフィル

タTM＊ 5、spモー

ドフィルタカスタ

マイズ）がある。

s pモードメー

ルは、スマート

フォン向けに「i

モード対応端末、

スマスマートフ

ォン、PCとの間

で豊かなコミュ

ニケーションを

提供するメール

サービス」を目指し、３つのカテゴ

リに属する機能・サービスを提供し

た（図１）。スマートフォンへの端

末変更時に、これまでの iモードメ

ールアドレスの継続利用を可能にす

るため、docomo.ne.jpドメインの

メールアドレスを利用可能なこと

が、大きな特長となっている。

新しいプラットフォームの出現と

ともに、スマートフォン市場は急速

に拡大している。これに伴い、

N T T ドコモも A n d r o i d T M＊ 2、

Windows Mobile ＊3を搭載した新

機種を続々と提供している。しかし、

i モード対応端末とスマートフォン

ではプラットフォームが大きく異な

るため、iモードメールをそのまま

スマートフォンに搭載するには技術

的な課題が多く、従来はスマートフ

ォンではdocomo.ne.jpドメインの

メールが利用できなかった。これま

でスマートフォンで iモードメール

を送受信、閲覧するには、 iモー

ド.net ＊4と連携させる方法があっ

たが、iモードと iモード.netの契約

が別途必要であり、また利用方法の

複雑さが課題となっていた。

このような背景から、スマートフ

ォンでの新 ISPサービス「spモー

ド」の提供機能の１つとして、新し

いメールサービス（以下、spモー

ドメール）を開発し、2010年９月

にサービス提供を開始した。spモ

ードメールは、iモードメールと同

じアドレスを引き継ぐことが可能で
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図1 spモードメールの概要
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表1 メール提供機能一覧と比較(2010年9月1日現在)
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spモードメールと iモードメール

の提供機能の比較を表 1に示した。

spモードメールは、iモードメール

の機能を踏襲したことによる親和性

とスマートフォン向け拡張機能の組

合せにより、既存の iモードメール

利用者もスマートフォンを快適に利

用できる環境を提供している。

（1）メールクライアント

spモードメール対応のメールク

ライアントはWindows Mobile 6.5

およびAndroidプラットフォームの

２つのOSを対象として開発した

（写真１）。どちらも新着メール通知、

絵文字、デコメールなどの iモード

メールの基本機能に対応している。

また、ユーザーの初期設定作業が不

要となるプロビ

ジョニングの仕

組みも実装してお

り、さらに海外ロ

ーミング時に新着

メール通知を受信

した際に、メールを自動受信するか

否かの設定を可能としている。

iモードメール特有の機能（絵文字、

デコメールなど）以外の基盤機能に

ついては、極力、端末及びOSのバ

ージョンによらず、標準的に提供し

ている機能を利用する方針で開発し

ている。

（2）サービスアプリ認証

なりすましなどの不正利用を防止

する仕組みとして、メールクライア

ントがNTTドコモの正規のアプリ

ケーションであることを確認するた

め、独自の認証方式により識別する

「サービスアプリ認証」を導入し

た。

（3）Push通知を用いたリアルタ

イム受信

spモードメールでは、spモード

メールBOXにメールが届いたタイ

ミングで新着メール通知を行うこ

とで、リアルタイム受信を可能と

している。

（4）迷惑メール対策機能

spモードメールでは、iモード

メールと同等の迷惑メール対策機

能を提供することで、架空請求な

どの被害を防止し、ユーザーが安

心して利用できる環境を実現して

いる。本機能は提供サービスレベ

ルの維持やシステム開発の効率

化、iモードメールを利用してい

たユーザーのスムーズな移行を図る

ため、iモードメールの既存システ

ムを有効利用する設計を採用。迷惑

メール判定機能はすべてCiRCUS＊6

で実装することにし、spモード独

自のウィルスフィルタはMAPS＊7

で実装した（表２）。このため、sp

モード発 spモード宛てメールの処

理は、MAPSからCiRCUSへメー

ルを転送し、CiRCUSで迷惑メー

ル判定した後に再度MAPSへ転送

される仕組みとなっている。既存の

アプリケーションとDBを有効利用

する一方、spモード特有の機能は、

MAPSで処理を行うことで独立性

と拡張性を確保している。

NTTドコモでは、今後もメール

サービスの機能拡張、改善を随時行

い、スマートフォンのユーザーに、

より快適な利用環境を提供していく

予定である。
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表2 spモードメールで実装される機能

*1 sp モードTM：「spモード」および「spモード」ロ
ゴは㈱NTT ドコモの商標または登録商標。

*2 AndroidTM：米国Google. Inc.の商標または登録商
標。

*3 Windows Mobile  ：米国Microsoft Corporationの米
国およびその他の国における商標または登録商標。

*4 iモード.net  ：㈱NTTドコモの登録商標。
*5 spモードフィルタTM：㈱NTTドコモの商標。
*6 CiRCUS：ドコモのコアネットワークとインターネ
ットを中継する役割をもち、iモードメール、iモード
メニュー、一般のインターネットへのアクセスなど
を提供している装置。

*7 MAPS：FOMAを中心としたさまざまなアクセス回
線からインターネット接続や企業システム接続を提
供するプラットフォーム。
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写真1 spモードメールクライアントの表示例
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